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NetApp ElementソフトウェアとONTAP間のレプリ
ケーション

NetApp ElementソフトウェアとONTAP間のレプリケーション
の概要

SnapMirrorを使用してElementボリュームのSnapshotコピーをONTAPデスティネーショ
ンにレプリケートすることで、Elementシステムのビジネス継続性を確保できます。こ
れにより、 Element サイトで災害が発生した場合でも、 ONTAP システムからクライア
ントに引き続きデータを提供し、サービスのリストア後に Element システムを再アクテ
ィブ化することができます。

ONTAP 9 .4以降では、ONTAPノードで作成したLUNのSnapshotコピーをElementシステムにレプリケートし
て戻すことができます。たとえば、Elementサイトの停止中にLUNを作成した場合や、LUNを使用してONTAP

からElementソフトウェアにデータを移行する場合などです。

次の状況に該当する場合は、ElementからONTAPへのバックアップを実行する必要があります。

• すべての選択肢について検討するのではなく、ベストプラクティスに従う。

• Element UI、System Manager、storage/concept-element-replication-create-custom-replication-policy、自
動スクリプトツールではなく、ONTAPのコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用する必要があ
る。

• iSCSIを使用してクライアントにデータを提供している。

SnapMirrorの設定や概念に関する追加情報が必要な場合は、を参照してください"データ保護の概要"。

ElementとONTAP間のレプリケーションについて

ONTAP 9 3以降では、SnapMirrorを使用してElementボリュームのSnapshotコピーをONTAPデスティネーシ
ョンにレプリケートできます。これにより、 Element サイトで災害が発生した場合でも、 ONTAP システム
からクライアントに引き続きデータを提供し、サービスのリストア後に Element ソースボリュームを再アク
ティブ化することができます。

ONTAP 9 .4以降では、ONTAPノードで作成したLUNのSnapshotコピーをElementシステムにレプリケートし
て戻すことができます。たとえば、Elementサイトの停止中にLUNを作成した場合や、LUNを使用してONTAP

からElementソフトウェアにデータを移行する場合などです。

データ保護関係のタイプ

SnapMirrorには、2種類のデータ保護関係があります。タイプごとに、SnapMirrorは関係を初期化または更新
する前にElementソースボリュームのSnapshotコピーを作成します。

• _ディザスタリカバリ（DR）_データ保護関係では、デスティネーションボリュームにはSnapMirrorで作
成されたSnapshotコピーのみが含まれ、プライマリサイトに災害が発生した場合には、このSnapshotコ
ピーから引き続きデータを提供できます。

• _long-term retention_data保護関係では、Elementソフトウェアで作成されたポイントインタイム
のSnapshotコピーとSnapMirrorで作成されたSnapshotコピーがデスティネーションボリュームに含まれ
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ます。たとえば、20年間にわたって作成された月単位のSnapshotコピーを保持することができます。

デフォルトポリシー

SnapMirror を初めて起動すると、ソース・ボリュームからデスティネーション・ボリュームへの _ ベースラ
イン転送 _ が実行されます。SnapMirror ポリシー _ は、ベースラインおよび更新の内容を定義します。

データ保護関係の作成時にデフォルトまたはカスタムのポリシーを使用できます。ポリシータイプ_は、ど
のSnapshotコピーを含めるか、および保持するコピー数を決定します。

次の表に、デフォルトのポリシーを示します。ポリシーを使用して MirrorLatest、従来のDR関係を作成し
ます。または `Unified7year`ポリシーを使用し `MirrorAndVault`て、同じデスティネーションボリュームにDR

と長期保持を設定するユニファイドレプリケーション関係を作成します。

ポリシー ポリシータイプ 更新動作

MirrorLatest 非同期ミラー SnapMirrorで作成されたSnapshotコピーを転送しま
す。

MirrorAndVault mirror-vault SnapMirrorで作成されたSnapshotコピーと、前回の
更新後に作成されたSnapshotコピー（SnapMirrorラ
ベルが「daily」または「weekly」の場合）が転送さ
れます。

ユニファイド7年 mirror-vault SnapMirrorで作成されたSnapshotコピーと、前回の
更新後に作成されたSnapshotコピー（SnapMirrorラ
ベルが「daily」、「weekly」、または「monthly」の
場合）が転送されます。

使用するポリシーに関するガイダンスなど、SnapMirrorポリシーの詳細な背景情報について
は、を参照してください"データ保護の概要"。

SnapMirrorラベルの概要

ポリシータイプが「m irror-vault」のすべてのポリシーに、レプリケートするSnapshotコピーを指定するルー
ルが必要です。たとえば、「daily」ルールは、「daily」というSnapMirrorラベルが割り当てられたSnapshot

コピーだけをレプリケートするように指定します。SnapMirrorラベルは、Element Snapshotコピーの設定時
に割り当てます。

Element ソースクラスタから ONTAP デスティネーションクラスタへのレプリケーション

SnapMirrorを使用して、ElementボリュームのSnapshotコピーをONTAPデスティネーションシステムにレプ
リケートできます。これにより、 Element サイトで災害が発生した場合でも、 ONTAP システムからクライ
アントに引き続きデータを提供し、サービスのリストア後に Element ソースボリュームを再アクティブ化す
ることができます。

Element ボリュームは ONTAP LUN とほぼ同じです。SnapMirror は、 Element ソフトウェアと ONTAP の間
のデータ保護関係の初期化時に、 Element ボリュームの名前を使用して LUN を作成します。Element から
ONTAP へのレプリケーションの要件を満たす既存の LUN がある場合は、その LUN にデータがレプリケート
されます。
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レプリケーションルールは次のとおりです。

• ONTAP ボリュームに格納できるのは、 1 つの Element ボリュームのデータのみです。

• 1 つの ONTAP から複数の Element ボリュームにデータをレプリケートすることはできません。

ONTAP ソースクラスタから Element デスティネーションクラスタへのレプリケーション

4以降では、ONTAPシステムで作成したONTAP 9のSnapshotコピーをElementボリュームにレプリケートして戻す
ことができます。

• Element ソースと ONTAP デスティネーションの間にすでに SnapMirror 関係がある場合は、デスティネー
ションからデータを提供している間に作成された LUN はソースが再アクティブ化されたときに自動的に
レプリケートされます。

• SnapMirror 関係がない場合は、 ONTAP ソースクラスタと Element デスティネーションクラスタの間に
SnapMirror 関係を作成して初期化する必要があります。

レプリケーションルールは次のとおりです。

• レプリケーション関係には「 async 」タイプのポリシーが必要です。

「ミラー - ヴォールト」タイプのポリシーはサポートされていません。

• iSCSI LUNのみがサポートされます。

• ONTAPボリュームからElementボリュームに複数のLUNをレプリケートすることはできません。

• 1つのONTAPから複数のElementボリュームにLUNをレプリケートすることはできません。

前提条件

Element と ONTAP の間にデータ保護関係を設定するには、次の作業を完了しておく必要があります。

• Element クラスタで NetApp Element ソフトウェアバージョン 10.1 以降が実行されている必要がありま
す。

• ONTAPクラスタでONTAP 9 .3以降が実行されている必要があります。

• ONTAPクラスタでSnapMirrorのライセンスが有効になっている必要があります。

• Element クラスタと ONTAP クラスタに、予想されるデータ転送を処理できる十分な容量のボリュームを
設定しておく必要があります。

• ポリシータイプ「m mirror-vault」を使用する場合は、レプリケートするElement Snapshotコピー
のSnapMirrorラベルを設定しておく必要があります。

このタスクは、ElementソフトウェアWeb UIでのみ実行できます。

• ポート5010が使用可能であることを確認しておく必要があります。

• デスティネーションボリュームの移動が必要になる可能性がある場合は、ソースとデスティネーションの
間にフルメッシュ接続が確立されていることを確認しておく必要があります。Element ソースクラスタ上
のすべてのノードが、 ONTAP デスティネーションクラスタ上のすべてのノードと通信できる必要があり
ます。
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サポートの詳細

次の表に、 Element から ONTAP へのバックアップのサポートの詳細を示します。

リソースまたは機能 サポートの詳細

SnapMirror • SnapMirrorのリストア機能はサポートされていません。

• `MirrorAllSnapshots`ポリシーと `XDPDefault`ポリシーはサポートされませ
ん。

• 「 vault 」ポリシータイプはサポートされていません。

• システム定義のルール「 all_source_snapshots 」はサポートされていませ
ん。

• 「 mirror vault 」ポリシータイプは、 Element ソフトウェアから ONTAP へ
のレプリケーションでのみサポートされます。ONTAP から Element ソフト
ウェアへのレプリケーションには「 async 」を使用します。

• `-schedule`のオプションと `-prefix`オプション `snapmirror policy add-rule`は
サポートされていません。

• `-preserve`のオプションと `-quick-resync`オプション `snapmirror resync`は
サポートされていません。

• ストレージ効率は維持されません。

• ファンアウト構成とカスケード構成のデータ保護はサポートされません。

ONTAP • ONTAP Selectは、ONTAP 9 .4およびElement 10.3以降でサポートされま
す。

• Cloud Volumes ONTAPは、ONTAP 9 .5およびElement 11.0以降でサポートさ
れます。

要素 • ボリュームサイズの上限は8TiBです。

• ボリュームのブロックサイズは512バイトにする必要があります。4Kバイト
のブロックサイズはサポートされません。

• ボリュームサイズは1MiBの倍数にする必要があります。

• ボリューム属性は維持されません。

• レプリケートされるSnapshotコピーの最大数は30です。

ネットワーク • 1回の転送で使用できるTCP接続は1つです。

• Element ノードは IP アドレスとして指定する必要があります。DNSホスト
名検索はサポートされていません。

• IPspaceはサポートされません。

SnapLock SnapLockボリュームはサポートされません。

FlexGroup FlexGroupボリュームはサポートされません。

4



SVM DR SVM DR構成のONTAPボリュームはサポートされません。

MetroCluster MetroCluster構成のONTAPボリュームはサポートされません。

ElementとONTAPの間のレプリケーションのワークフロー

データをElementからONTAPにレプリケートするかONTAPからElementにレプリケート
するかに関係なく、ジョブスケジュールを設定し、ポリシーを指定し、関係を作成して
初期化する必要があります。デフォルトまたはカスタムのポリシーを使用できます。

このワークフローでは、に示す前提条件となるタスクが完了していることを前提としています"前提条件"。使
用するポリシーに関するガイダンスなど、SnapMirrorポリシーの詳細な背景情報については、を参照してくだ
さい"データ保護の概要"。
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ElementソフトウェアでのSnapMirrorの有効化
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ElementクラスタでSnapMirrorを有効にする

レプリケーション関係を作成する前に、ElementクラスタでSnapMirrorを有効にする必要
があります。このタスクは、ElementソフトウェアWeb UIでのみ実行できます。

開始する前に

• Element クラスタで NetApp Element ソフトウェアバージョン 10.1 以降が実行されている必要がありま
す。

• SnapMirrorは、NetApp ONTAPで使用されるElementクラスタでのみ有効にできます。

タスクの内容

ElementシステムのSnapMirrorはデフォルトで無効になっています。新規インストールまたはアップグレード
時にSnapMirrorが自動的に有効になることはありません。

一度有効にすると、SnapMirrorは無効にできません。SnapMirror機能を無効にしてデフォルト
設定に戻すには、クラスタを工場出荷時のイメージに戻す必要があります。

手順

1. [ * クラスタ * ] 、 [ * 設定 * ] の順にクリックします。

2. SnapMirrorのクラスタ固有の設定を探します。

3. Enable SnapMirror * をクリックします。

ElementソースボリュームでSnapMirrorを有効にする

レプリケーション関係を作成する前に、ElementソースボリュームでSnapMirrorを有効に
する必要があります。このタスクは、ElementソフトウェアWeb UIでのみ実行できま
す。

開始する前に

• ElementクラスタでSnapMirrorを有効にしておく必要があります。

• ボリュームのブロックサイズは512バイトにする必要があります。

• ボリュームがElementのリモートレプリケーションに参加していないことを確認する必要があります。

• ボリュームのアクセスタイプは「レプリケーションターゲット」にしないでください。

タスクの内容

以下の手順は、ボリュームがすでに存在することを前提としています。SnapMirrorは、ボリュームの作成時ま
たはクローニング時に有効にすることもできます。

手順

1. [* Management] > [* Volumes] を選択します。

2. ボリュームのボタンを選択します  。

3. ドロップダウンメニューで、 * Edit * を選択します。

4. ボリュームの編集 * ダイアログで、 * SnapMirror を有効にする * を選択します。
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5. 「変更を保存」を選択します。

SnapMirrorエンドポイントの作成

レプリケーション関係を作成する前に、SnapMirrorエンドポイントを作成する必要があ
ります。このタスクは、ElementソフトウェアWeb UIでのみ実行できます。

開始する前に

ElementクラスタでSnapMirrorを有効にしておく必要があります。

手順

1. [ * データ保護 * > * SnapMirror エンドポイント * ] をクリックします。

2. [ エンドポイントの作成 *] をクリックします。

3. Create a New Endpoint * ダイアログで、 ONTAP クラスタ管理 IP アドレスを入力します。

4. ONTAPクラスタ管理者のユーザIDとパスワードを入力します。

5. [ エンドポイントの作成 *] をクリックします。

レプリケーション関係を設定する

レプリケーションジョブスケジュールの作成

データをElementからONTAPにレプリケートするかONTAPからElementにレプリケート
するかに関係なく、ジョブスケジュールを設定し、ポリシーを指定し、関係を作成して
初期化する必要があります。デフォルトまたはカスタムのポリシーを使用できます。

ONTAP CLIでは、コマンドを使用してレプリケーションジョブスケジュールを作成できます job schedule

cron create。ジョブスケジュールは、スケジュールが割り当てられているデータ保護関係をSnapMirrorが
自動的に更新するタイミングを決定します。

タスクの内容

ジョブスケジュールは、データ保護関係の作成時に割り当てます。ジョブスケジュールを割り当てない場合
は、関係を手動で更新する必要があります。

ステップ

1. ジョブスケジュールを作成します。

job schedule cron create -name job_name -month month -dayofweek day_of_week

-day day_of_month -hour hour -minute minute

`-dayofweek`、および `-hour`では `-

month`、ジョブを毎月、曜日、および時間ごとに実行するように指定できます `all`。

ONTAP 9 .10.1以降では、ジョブスケジュールにSVMを含めることができます。

job schedule cron create -name job_name -vserver Vserver_name -month month
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-dayofweek day_of_week -day day_of_month -hour hour -minute minute

次の例は、土曜日の午前3時に実行するという名前のジョブスケジュールを作成します my_weekly。

cluster_dst::> job schedule cron create -name my_weekly -dayofweek

"Saturday" -hour 3 -minute 0

レプリケーションポリシーをカスタマイズする

カスタムレプリケーションポリシーを作成します。

ONTAP CLIを使用してレプリケーション関係を作成するときは、デフォルトまたはカス
タムのポリシーを使用できます。カスタムのユニファイドレプリケーションポリシーの
場合は、初期化と更新の際に転送するSnapshotコピーを決定する1つ以上の_rules_を定
義する必要があります。

関係のデフォルトポリシーが適切でない場合は、カスタムレプリケーションポリシーを作成できます。たとえ
ば、ネットワーク転送でデータを圧縮したり、SnapMirrorでSnapshotコピーの転送を試行する回数を変更し
たりできます。

タスクの内容

レプリケーションポリシーの _policy type_of によって、サポートされる関係のタイプが決まります。次の表
に、使用可能なポリシータイプを示します。

ポリシータイプ 関係タイプ

非同期ミラー SnapMirror DR

mirror-vault ユニファイド レプリケーション

ステップ

1. カスタムレプリケーションポリシーを作成します。

snapmirror policy create -vserver SVM -policy policy -type async-

mirror|mirror-vault -comment comment -tries transfer_tries -transfer-priority

low|normal -is-network-compression-enabled true|false

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ONTAP 9 .5以降では、パラメータを使用して、SnapMirror同期関係の共通のSnapshotコピースケジュー
ルを作成するスケジュールを指定でき `-common-snapshot-schedule`ます。デフォルトでは、SnapMirror

同期関係の共通のSnapshotコピースケジュールは1時間です。SnapMirror同期関係のSnapshotコピースケ
ジュールには、30~2時間の値を指定できます。

次の例は、データ転送のためのネットワーク圧縮を有効にするSnapMirror DR用のカスタムレプリケーシ
ョンポリシーを作成します。
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cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

DR_compressed -type async-mirror -comment “DR with network compression

enabled” -is-network-compression-enabled true

次の例は、ユニファイドレプリケーション用のカスタムレプリケーションポリシーを作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy my_unified

-type mirror-vault

終了後

「mirror-vault」ポリシータイプの場合は、初期化と更新の際に転送するSnapshotコピーを決定するルールを
定義する必要があります。

コマンドを使用し `snapmirror policy show`て、SnapMirrorポリシーが作成されたことを確認します。コマン
ド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ポリシーのルールを定義する

ポリシータイプが「mirror-vault」のカスタムポリシーの場合は、初期化と更新の際に転
送するSnapshotコピーを決定するルールを少なくとも1つ定義する必要があります。ま
た、ポリシータイプが「ミラー - ヴォールト」のデフォルトポリシーのルールを定義す
ることもできます。

タスクの内容

ポリシータイプが「m irror-vault」のすべてのポリシーに、レプリケートするSnapshotコピーを指定するルー
ルが必要です。たとえば、「bi-monthly」ルールは、「bi-monthly」というSnapMirrorラベルが割り当てられ
たSnapshotコピーだけをレプリケートするように指定します。SnapMirrorラベルは、Element Snapshotコピ
ーの設定時に割り当てます。

各ポリシータイプは、1つ以上のシステム定義ルールに関連付けられます。これらのルールは、ポリシータイ
プを指定するとポリシーに自動的に割り当てられます。次の表は、システム定義のルールを示しています。

システム定義のルール ポリシータイプで使用されます 結果

sm_created 非同期ミラー、ミラーバックアッ
プ

SnapMirrorで作成されたSnapshot

コピーは、初期化と更新の際に転
送されます。

毎日 mirror-vault ソース上のSnapMirrorラベル
が「daily」の新しいSnapshotコピ
ーが初期化および更新の際に転送
されます。
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毎週 mirror-vault ソース上のSnapMirrorラベル
が「weekly」の新しいSnapshotコ
ピーが初期化および更新の際に転
送されます。

毎月 mirror-vault ソース上のSnapMirrorラベル
が「monthly」の新しいSnapshotコ
ピーが初期化および更新の際に転
送されます。

デフォルトポリシーまたはカスタムポリシーに対して、必要に応じて追加のルールを指定できます。例：

• デフォルトポリシーの場合 `MirrorAndVault`は、「bi-monthly」というルールを作成して、ソース上
のSnapMirrorラベルが「bi-monthly」のSnapshotコピーを照合できます。

• ポリシータイプが「m mirror-vault」のカスタムポリシーの場合は、「bi-weekly」というルールを作成し
て、ソース上のSnapMirrorラベルが「bi-weekly」のSnapshotコピーを照合できます。

ステップ

1. ポリシーのルールを定義します。

snapmirror policy add-rule -vserver SVM -policy policy_for_rule -snapmirror

-label snapmirror-label -keep retention_count

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをデフォルト MirrorAndVault`ポリシーに追加します `bi-

monthly。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

MirrorAndVault -snapmirror-label bi-monthly -keep 6

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをカスタム my_snapvault`ポリシーに追加します `bi-

weekly。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

my_snapvault -snapmirror-label bi-weekly -keep 26

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをカスタム Sync`ポリシーに追加します `app_consistent。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy Sync

-snapmirror-label app_consistent -keep 1

その後、このSnapMirrorラベルに一致するSnapshotコピーをソースクラスタからレプリケートできます。
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cluster_src::> snapshot create -vserver vs1 -volume vol1 -snapshot

snapshot1 -snapmirror-label app_consistent

レプリケーション関係を作成する

ElementソースからONTAPデスティネーションへの関係を作成する

プライマリストレージのソースボリュームとセカンダリストレージのデスティネーショ
ンボリュームの関係は、「 a_data 保護関係 _ 」と呼ばれます。コマンドを使用する
と、ElementソースからONTAPデスティネーション、またはONTAPソースからElement

デスティネーションへのデータ保護関係を作成できます snapmirror create。

SnapMirrorを使用して、ElementボリュームのSnapshotコピーをONTAPデスティネーションシステムにレプ
リケートできます。これにより、 Element サイトで災害が発生した場合でも、 ONTAP システムからクライ
アントに引き続きデータを提供し、サービスのリストア後に Element ソースボリュームを再アクティブ化す
ることができます。

開始する前に

• レプリケートするボリュームを含む Element ノードから ONTAP にアクセスできるようにしておく必要が
あります。

• ElementボリュームでSnapMirrorレプリケーションが有効になっている必要があります。

• ポリシータイプ「m mirror-vault」を使用する場合は、レプリケートするElement Snapshotコピー
のSnapMirrorラベルを設定しておく必要があります。

このタスクは、ElementソフトウェアWeb UIでのみ実行できます。

タスクの内容

Elementのソースパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「LUN」は実際の文

字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

Element ボリュームは ONTAP LUN とほぼ同じです。SnapMirror は、 Element ソフトウェアと ONTAP の間
のデータ保護関係の初期化時に、 Element ボリュームの名前を使用して LUN を作成します。Element ソフト
ウェアから ONTAP へのレプリケーションの要件を満たす既存の LUN がある場合は、その LUN にデータがレ
プリケートされます。

レプリケーションルールは次のとおりです。

• ONTAP ボリュームに格納できるのは、 1 つの Element ボリュームのデータのみです。

• 1 つの ONTAP から複数の Element ボリュームにデータをレプリケートすることはできません。

ONTAP 9 .3以前では、デスティネーションボリュームに格納できるSnapshotコピーは最大251個で
す。ONTAP 9 .4以降では、デスティネーションボリュームに格納できるSnapshotコピーは最大1019個です。

ステップ

1. デスティネーションクラスタから、 Element ソースから ONTAP デスティネーションへのレプリケーショ
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ン関係を作成します。

snapmirror create -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume> -type XDP -schedule schedule -policy

<policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、デフォルトのポリシーを使用してSnapMirror DR関係を作成し `MirrorLatest`ます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily

-policy MirrorLatest

次の例は、デフォルトのポリシーを使用してユニファイドレプリケーション関係を作成し
`MirrorAndVault`ます。

cluster_dst:> snapmirror create -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily

-policy MirrorAndVault

次の例は、ポリシーを使用してユニファイドレプリケーション関係を作成します Unified7year。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily

-policy Unified7year

次の例は、カスタムポリシーを使用してユニファイドレプリケーション関係を作成します my_unified。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily

-policy my_unified

終了後

コマンドを使用し `snapmirror show`て、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コマンド構文全体
については、マニュアルページを参照してください。

ONTAPソースからElementデスティネーションへの関係を作成する

4以降では、ONTAP CLIを使用して、SnapMirrorを使用して、ONTAPソースで作成し
たONTAP 9のSnapshotコピーをElementデスティネーションにレプリケートする関係を
作成できます。LUNを使用してONTAPからElementソフトウェアにデータを移行する場
合があります。
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開始する前に

• ONTAPからElementデスティネーションノードにアクセスできるようにしておく必要があります。

• ElementボリュームでSnapMirrorレプリケーションが有効になっている必要があります。

タスクの内容

Elementのデスティネーションパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「

LUN」は実際の文字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

レプリケーションルールは次のとおりです。

• レプリケーション関係には「 async 」タイプのポリシーが必要です。

デフォルトまたはカスタムのポリシーを使用できます。

• iSCSI LUNのみがサポートされます。

• ONTAPボリュームからElementボリュームに複数のLUNをレプリケートすることはできません。

• 1つのONTAPから複数のElementボリュームにLUNをレプリケートすることはできません。

ステップ

1. ONTAPソースからElementデスティネーションへのレプリケーション関係を作成します。

snapmirror create -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name> -type XDP -schedule schedule -policy

<policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、デフォルトのポリシーを使用してSnapMirror DR関係を作成し `MirrorLatest`ます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm_1:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005 -type XDP -schedule my_daily

-policy MirrorLatest

次の例は、カスタムポリシーを使用してSnapMirror DR関係を作成し `my_mirror`ます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm_1:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005 -type XDP -schedule my_daily

-policy my_mirror

終了後

コマンドを使用し `snapmirror show`て、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コマンド構文全体
については、マニュアルページを参照してください。
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レプリケーション関係を初期化する

すべての関係タイプで初期化を実行すると、baseline transfer：が実行され、ソースボリ
ュームのSnapshotコピーが作成されて、そのコピーおよびコピーが参照するすべてのデ
ータブロックがデスティネーションボリュームに転送されます。

開始する前に

• レプリケートするボリュームを含む Element ノードから ONTAP にアクセスできるようにしておく必要が
あります。

• ElementボリュームでSnapMirrorレプリケーションが有効になっている必要があります。

• ポリシータイプ「m mirror-vault」を使用する場合は、レプリケートするElement Snapshotコピー
のSnapMirrorラベルを設定しておく必要があります。

タスクの内容

Elementのソースパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「LUN」は実際の文

字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

初期化には時間がかかる場合があります。ベースライン転送はオフピークの時間帯に実行することを推奨しま
す。

ONTAP ソースから Element デスティネーションへの関係の初期化に何らかの理由で失敗した
場合は、問題（無効な LUN 名など）を修正したあとも初期化が失敗します。回避策は次のとお
りです。

1. 関係を削除します。

2. Element デスティネーションボリュームを削除します。

3. 新しい Element デスティネーションボリュームを作成

4. ONTAP ソースから Element デスティネーションボリュームへの新しい関係を作成して初期
化します。

ステップ

1. レプリケーション関係を初期化します。

snapmirror initialize -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume|cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11のソースボリュームとの `svm_backup`デスティネーションボリューム
`volA_dst`の間の関係を初期化し `0005`ます。

cluster_dst::> snapmirror initialize -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst
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SnapMirror DRデスティネーションボリュームからのデータの
提供

デスティネーションボリュームを書き込み可能にする

災害によって SnapMirror DR 関係のプライマリサイトが機能しなくなった場合は、シス
テム停止を最小限に抑えてデスティネーションボリュームからデータを提供できます。
プライマリサイトでサービスが復旧したら、ソースボリュームを再アクティブ化できま
す。

デスティネーションボリュームからクライアントにデータを提供するには、デスティネーションボリュームを
書き込み可能にする必要があります。コマンドを使用すると、デスティネーションへのスケジュールされた転
送を停止したり、 `snapmirror abort`コマンドを使用して実行中の転送を停止したり、 `snapmirror break`コマ
ンドを使用してデスティネーションを書き込み可能にしたりでき `snapmirror quiesce`ます。

タスクの内容

Elementのソースパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「LUN」は実際の文

字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

手順

1. デスティネーションへのスケジュールされた転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11のソースボリュームとの svm_backup`デスティネーションボリューム

`volA_dst`の間のスケジュールされた転送を停止します `0005。

cluster_dst::> snapmirror quiesce -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst

2. デスティネーションへの実行中の転送を停止します。

snapmirror abort -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11のソースボリュームとの svm_backup`デスティネーションボリューム

`volA_dst`の間の実行中の転送を停止します `0005。

cluster_dst::> snapmirror abort -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst
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3. SnapMirror DR関係を解除します。

snapmirror break -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11のソースボリュームとの svm_backup`デスティネーションボリュームと

`volA_dst`のデスティネーションボリュームと `volA_dst`の `svm_backup`関係を解除します

`0005。

cluster_dst::> snapmirror break -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst

デスティネーションボリュームをデータアクセス用に設定

デスティネーションボリュームを書き込み可能にしたら、ボリュームをデータアクセス
用に設定する必要があります。ソースボリュームが再アクティブ化されるまで、SANホ
ストはデスティネーションボリュームのデータにアクセスできます。

1. Element LUN を適切なイニシエータグループにマッピングします。

2. SAN ホストイニシエータから SAN LIF への iSCSI セッションを作成します。

3. SAN クライアントで、ストレージの再スキャンを実行して接続された LUN を検出します。

元のソースボリュームを再アクティブ化

デスティネーションからデータを提供する必要がなくなった場合は、ソースボリューム
とデスティネーションボリュームの間で元のデータ保護関係を再確立できます。

タスクの内容

次の手順は、元のソースボリュームのベースラインが損なわれていないことを前提としています。ベースライ
ンが損なわれている場合は、この手順を実行する前に、データの提供元のボリュームと元のソースボリューム
の間の関係を作成して初期化する必要があります。

Elementのソースパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「LUN」は実際の文

字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

ONTAP 9 .4以降では、Elementソースが再アクティブ化されると、ONTAPデスティネーションからデータを
提供している間に作成されたLUNのSnapshotコピーが自動的にレプリケートされます。

レプリケーションルールは次のとおりです。

• iSCSI LUNのみがサポートされます。

• ONTAPボリュームからElementボリュームに複数のLUNをレプリケートすることはできません。

• 1つのONTAPから複数のElementボリュームにLUNをレプリケートすることはできません。
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手順

1. 元のデータ保護関係を削除します。

snapmirror delete -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name> -policy <policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11の元のソースボリュームとデータの提供元のボリューム volA_dst`の間

の関係を削除します `0005 svm_backup。

cluster_dst::> snapmirror delete -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-policy MirrorLatest -destination-path svm_backup:volA_dst

2. 元のデータ保護関係を反転します。

snapmirror resync -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name> -policy <policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる場合があります。再同期はオフピ
ークの時間帯に実行することを推奨します。

次の例は、IPアドレスが10.0.0.11の元のソースボリュームとデータの提供元のボリューム volA_dst`の

間の関係を反転します `0005 svm_backup。

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005 -policy MirrorLatest

3. 反転した関係を更新します。

snapmirror update -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ソースとデスティネーションに共通のSnapshotコピーが存在しない場合、コマンドは失敗

します。を使用し snapmirror initialize て関係を再初期化します。

次の例は、 svm_backup`データの提供元のボリュームと元のソースボリューム（ `0005`IPアドレ

ス10.0.0.11）の間の関係を更新します `volA_dst。

cluster_dst::> snapmirror update -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005
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4. 反転した関係のスケジュールされた転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、 svm_backup`データの提供元のボリュームと元のソースボリューム（ `0005`IPアドレ

ス10.0.0.11）の間のスケジュールされた転送を停止します `volA_dst。

cluster_dst::> snapmirror quiesce -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005

5. 反転した関係の実行中の転送を停止します。

snapmirror abort -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume> -destination

-path <hostip:>/lun/<name>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、 svm_backup`データの提供元のボリュームと元のソースボリューム（ `0005`IPアドレ

ス10.0.0.11）の間の実行中の転送を停止します `volA_dst。

cluster_dst::> snapmirror abort -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005

6. 反転した関係を解除します。

snapmirror break -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume> -destination

-path <hostip:>/lun/<name>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、 `svm_backup`データの提供元のボリュームと元のソースボリューム（ `0005`IPアドレ
ス10.0.0.11）の間の関係を解除し `volA_dst`ます。

cluster_dst::> snapmirror break -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005

7. 反転したデータ保護関係を削除します。

snapmirror delete -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name> -policy <policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11の元のソースボリュームとデータの提供元のボリューム volA_dst`の間
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の反転した関係を削除します `0005 svm_backup。

cluster_src::> snapmirror delete -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005 -policy MirrorLatest

8. 元のデータ保護関係を再確立します。

snapmirror resync -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11の元のソースボリュームと volA_dst`の `svm_backup`間の関係を再

確立します `0005。

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst

終了後

コマンドを使用し `snapmirror show`て、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コマンド構文全体
については、マニュアルページを参照してください。

レプリケーション関係を手動で更新する

ネットワークエラーが原因で更新に失敗した場合は、レプリケーション関係の手動更新
が必要になることがあります。

タスクの内容

Elementのソースパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「LUN」は実際の文

字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

手順

1. レプリケーション関係を手動で更新します。

snapmirror update -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ソースとデスティネーションに共通のSnapshotコピーが存在しない場合、コマンドは失敗

します。を使用し snapmirror initialize て関係を再初期化します。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11のソースボリュームとの svm_backup`デスティネーションボリューム

`volA_dst`の間の関係を更新します `0005。
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cluster_src::> snapmirror update -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst

レプリケーション関係を手動で更新する

ネットワークエラーが原因で更新に失敗した場合は、レプリケーション関係の手動更新
が必要になることがあります。

タスクの内容

Elementのソースパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「LUN」は実際の文

字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

手順

1. レプリケーション関係を手動で更新します。

snapmirror update -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ソースとデスティネーションに共通のSnapshotコピーが存在しない場合、コマンドは失敗

します。を使用し snapmirror initialize て関係を再初期化します。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11のソースボリュームとの svm_backup`デスティネーションボリューム

`volA_dst`の間の関係を更新します `0005。

cluster_src::> snapmirror update -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst
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